
事 務 連 絡 

平成 24 年 5 月 25 日 

 
地方獣医師会会長 各位 

 
     公益社団法人 日本獣医師会 

専務理事 矢 ケ 崎 忠 夫 

 

大韓民国へ搬入される犬猫の輸入検疫基準の改正について 

 
このことについて、平成 24 年 5 月 15 日付け事務連絡をもって、農林水産省

消費・安全局動物衛生課国際衛生対策室課長補佐（検疫業務班担当）から別添

写しのとおり通知がありました。貴会関係者へ周知方よろしくお願いします。 
このたびの通知は、今般、韓国農林水産検疫検査本部から、在韓国日本国大

使館を通じて、平成 24 年 12 月 1 日より下記のとおり表題の基準に関して改正

される旨の広報の協力要請が農林水産省にあったため、関係者への周知の協力

を依頼したものです。 
 

記 

 
・平成 24 年 12 月 1 日より、マイクロチップ移植及び狂犬病の中和抗体が検査

義務化されること 
 ※ただし、我が国は狂犬病清浄国であるため、韓国に犬猫を搬入する際の狂

犬病ワクチン接種及び抗体検査は免除されます。 
 

（参考） 

韓国農林水産検疫検査本部ホームページ URL（英語） 
http://www.qia.go.kr/english/html/Animal_livestock/02AnimalLivestock_00
7-8.jsp 

以上 

本件のお問合わせ先 
公益社団法人 

日本獣医師会 事業担当：笹 川 

 TEL 03－3475－1601 

http://www.qia.go.kr/english/html/Animal_livestock/02AnimalLivestock_007-8.jsp
http://www.qia.go.kr/english/html/Animal_livestock/02AnimalLivestock_007-8.jsp


事 務 連 絡

平成24年５月15日

社団法人日本獣医師会 御中

農林水産省消費・安全局動物衛生課国際衛生対策室

課長補佐（検疫業務班担当）

大韓民国へ搬入される犬猫の輸入検疫基準の改正について

今般、韓国農林水産検疫検査本部から在韓国日本国大使館を通じて、別紙のとおり

標題の基準の改正に関する広報の協力要請がありました。

つきましては、関係者への周知に御協力くださいますようお願いします。

また合わせて提供のあった改正案内のパンフレットを同封します。

sasakawa
写



別紙 

（韓国検疫検査本部から在韓国日本国大使館宛） 

 

農林水産検疫検査本部 

 

件名：「犬、猫の輸入検疫基準」広報協力要請 

１．貴公館の限りない発展をお祈り致します。 

２．2012年12月1日から、大韓民国へ搬入される犬・猫の輸入検疫の基準が下記のよう

に改正され施行されます。 

３．これに関連して海外旅行客などが犬・猫を同伴し、大韓民国へ入国する場合には、改

正された検疫基準を遵守し、入国するよう積極的な広報をお願いします。 

同時に、犬・猫の検疫案内の広報物を製作し送付しますので、貴公館のホームページに

掲載したり、利用者に配布できるようご協力よろしくお願い致します。 

－記－ 

１．犬・猫の検疫基準の主要改正事項(要約) 

・ 現行(2012.11.30まで施行)：狂犬病予防接種 

・ 改正(2012.12.1から施行)：マイクロチップ移植及び狂犬病の中和抗体が検査義務化 

２．関連ホームページ案内 

〇 http://www.qia.go.kr→English→Animal/Livestock→Quarantine&Inspection→Bring 

a dog or a cat to Korea 

 

（別添）犬・猫の検疫方法の改正案内パンフレット 

(了) 

 

農林水産検疫検査本部長 








	23-事務連絡5-（大韓民国へ搬入される犬猫の輸入検疫基準の改正について）
	120515事務連
	120515事務連絡（獣医師会）
	別紙・別添
	（別紙）犬猫輸入検疫基準広報協調要請【韓国QIA】
	（別添）pop_bringADogOrACat

	バインダー1
	n_en
	n_ko
	n_ch



